
 

出資法人経営評価の結果について 

 
１ 経営評価について 

 (１)目的 
 ① 出資法人が、経営状況や活動状況等について、中期経営計画や年度目

標を踏まえて点検評価し、達成度や課題等を確認することで、経営の改

善につなげる。 
② 県として、出資法人の経営状況や活動の内容、点検評価の結果などを

適切に把握し、運営の状況等を評価するとともに、これを踏まえた必要な

関与を行う。 
③ 県民に対し、出資法人に対する県の人的・財政的関与の状況を示すと

ともに、出資法人および県が、出資法人の経営状況全般についてどのよう

に評価、判断し、どのような対応を行っているかを明らかにする。 
 

(２)対象となる出資法人の範囲 
県が資本金、基本金、基金その他これらに準ずるものの４分の１以上を

出資し、または出捐している 25 法人 
 
 
 

 

（琵琶湖環境部の対象法人） 

・ 公益財団法人 滋賀県環境事業公社 … ２ページ 

・ 公益財団法人 滋賀県緑化推進会  … 10 ページ 

※ 一般社団法人 滋賀県造林公社については、９月定例会議中の環境・農水

常任委員会において報告 
 
(３)評価方法 

財務諸表等に基づく出資法人の経営状況等や、県の人的・財政的関与の

状況から、出資法人と県により５つの視点（効果性、効率性、健全性、自立

性、透明性）からの評価および総合的な評価（事業の状況、財務の状況、行

政経営方針実施計画の状況、総合所見）を行う。 
 
 

(４)その他 

 評価は、毎年度実施し、評価結果は、公表する。 

地方独立行政法人法に基づき設立された法人（滋賀県立大学）および特別
法に基づき設置され、国の関与が前提とされている法人（滋賀県信用保証協
会）を除く。 

環境・農水常任委員会 資料５ 

令和４年（2022 年）８月８日（月） 

琵 琶 湖 環 境 部 
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理事会
・理事長
・副理事長 事務局長
・常務理事 (常務理事)
・理事(7名)

評議員会
・事務局担当(3人)

・クリーンセンター滋賀事業所（7人）

監    事

 

 

公益財団法人滋賀県環境事業公社の概要について 

 

１ 名称 

  公益財団法人滋賀県環境事業公社 

 

２ 設立年月日 

  昭和 57 年 12 月 16 日 

 

３ 設立の趣旨・目的 

  滋賀県内において、産業廃棄物等の安全かつ適正な処理の推進を図る事業等を実施 

 することによって、地域における循環型社会の形成、地域社会の健全な発展、県民の 

生活環境の保全および産業の健全な発展に寄与し、もって県民生活の安定向上に資する

ことを目的とする。 

 

４ 業務概要 

  産業廃棄物管理型最終処分場であるクリーンセンター滋賀の安全・安心な運営を通じ

て、①産業廃棄物の安全かつ適正な処分の推進、②廃棄物の適正処理及び３Ｒの取組推

進、③県民の生活環境の保全・改善の促進、を柱とする取組を実践している。 

 

５ 出資の状況（令和３年度末）              （単位：千円、％） 

区分 出資額 構成比 区分 出資額 構成比 

基本 

財産等 

滋賀県 18,000 32.3 
その

他 

   

市町(19) 10,000 18.0    

民間団体(34) 27,700 49.7 小計   

小計 55,700 100.0 合計 55,700 100.0 

 

６ 組織図 
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７ 役員等                       （令和４年４月１日現在） 

役職 氏名（他団体での役職） 常勤 

理 事 長 三日月大造（滋賀県知事）  

副理事長 小松直樹 ○ 

常務理事 武村智司 ○ 

理  事 廣瀬年昭 （滋賀県商工会議所連合会専務理事）  

理  事 石河康久 （滋賀県商工会連合会専務理事）  

理  事 日爪泰則 （滋賀県中小企業団体中央会専務理事）  

理  事 深尾善夫 （滋賀県農業協同組合中央会専務理事）  

理  事 吉川 勝 （一般社団法人滋賀県建設業協会事務局長）  

理  事 中村 守 （滋賀県琵琶湖環境部次長）  

理  事 山下 將 （滋賀県土木交通部次長）  

評 議 員 北川鉄樹 （一般社団法人滋賀経済産業協会専務理事）  

評 議 員 宮本和宏 （守山市長）  

評 議 員 堀江和博 （日野町長）  

評 議 員 吉田貢治 （公益社団法人滋賀県環境保全協会専務理事）  

評 議 員 髙木浩文 （滋賀県琵琶湖環境部長）  

監  事 西 基宏 （株式会社滋賀銀行専務取締役）  

監  事 平居新司郎（公認会計士）  

 

８ 所在地 

  滋賀県甲賀市甲賀町神６４５ 
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法人名 公益財団法人滋賀県環境事業公社

１　人員、県の人的関与の状況 （単位：人）

　①会員の状況（社団法人のみ） R2年度 R3年度 R2→R3増減

　②役員の状況 R2年度 R3年度 R2→R3増減 R4年度

評議員総数 5 5 5

うち県職員（特別職を含む。） 1 1 1

うち県退職職員（ＯＢ）

理事総数 10 10 10

うち県職員（特別職を含む。） 3 3 3

うち県退職職員（ＯＢ） 5 5 5

うち常勤役員数 2 2 2

うち県職員（特別職を含む。）

うち県退職職員（ＯＢ） 2 2 2

監事総数 2 2 2

うち県職員（特別職を含む。）

うち県退職職員（ＯＢ）

うち常勤監事数

うち県職員（特別職を含む。）

うち県退職職員（ＯＢ）

報酬額・年齢　

常勤役員の平均年齢 63.5 62.5 △ 1.0 63.5

常勤役員の平均報酬（年額）（千円） 5,395 5,183 △ 212 5,293

役員の報酬総額（年額）（千円） 11,043 10,590 △ 453 10,866

　③職員の状況 R2年度 R3年度 R2→R3増減 R4年度

職員総数 10 10 10

常勤職員 7 7 7

プロパー職員 2 2 1

うち県退職職員（ＯＢ） 1 1

県等からの派遣職員 5 5 6

うち県派遣職員 5 5 6

臨時・嘱託職員

うち県退職職員（ＯＢ）

非常勤職員 3 3 3

うち県派遣職員

うち県退職職員（ＯＢ） 1 1 1

61.5 62.5 1.0 -

5,668 5,385 △ 283 -

職員の給与総額（年額）（千円） 58,445 57,608 △ 837 54,948

10代 20代 30代 40代 50代 60代～ 合計
(令和4年度当初実数) 1 1

２　県の財政的関与の状況 （単位：千円）

R2年度 R3年度 R2→R3増減 R4年度

6,464 6,289 △ 175 6,197

負担金

170,011 119,588 △ 50,423 34,190

合計 176,475 125,877 △ 50,598 40,387

県からの借入金

県からの損失補償・債務保証 324,440 120,560 △ 203,880

年度末
残高

短期貸付金の金額（期間中の県からの借入れで、同
一年度に貸付けと返済の双方が行われるもの）

派遣職員共済組合負担金等
　6,197

項　　　　　　目 備考(R4内訳)

県からの
年間
収入額

補助金
事業費補助金

運営費補助金

県からの出えん金
　34,190

委託料

その他

プロパー職員の年代別職員数

令和4年度　出資法人経営評価表 （別紙３・公益法人等用）

プロパー職員の平均年齢

プロパー職員の平均給与（年額）（千円）
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R
1

R
2

R
3

中
期

経
営

計
画

、
年

度
目

標
と

も
策

定
し

て
い

る
。

○
○

○
中

期
経

営
計

画
の

み
策

定
し

て
い

る
。

年
度

目
標

の
み

策
定

し
て

い
る

。

策
定

し
て

い
な

い
。

全
て

の
事

業
が

社
会

情
勢

に
適

合
し

、
そ

の
意

義
は

大
き

い
。

○
○

○
　

社
会

情
勢

に
照

ら
し

て
意

義
が

薄
れ

て
き

た
事

業
が

い
く
つ

か
あ

る
。

社
会

情
勢

に
照

ら
し

て
意

義
の

薄
れ

て
き

た
事

業
が

多
く
あ

る
。

活
動

に
つ

い
て

成
果

目
標

を
定

め
、

目
標

以
上

に
達

成
し

て
い

る
。

○
○

○
活

動
に

つ
い

て
成

果
目

標
を

定
め

、
目

標
ど

お
り

達
成

し
て

い
る

。

活
動

に
つ

い
て

成
果

目
標

を
定

め
、

概
ね

目
標

ど
お

り
に

達
成

し
て

い
る

。

活
動

に
つ

い
て

成
果

目
標

を
定

め
、

達
成

し
て

い
る

も
の

も
あ

る
が

、
十

分
で

は
な

い
。

活
動

に
つ

い
て

成
果

目
標

を
定

め
て

い
な

い
。

多
様

な
調

査
を

実
施

し
、

積
極

的
に

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努

め
て

い
る

。

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

た
め

の
手

段
を

講
じ

て
い

る
。

○
○

○
具

体
的

な
取

組
は

し
て

い
な

い
。

管
理

費
比

率
が

２
期

連
続

で
減

少
し

た
。

管
理

費
比

率
が

前
期

に
比

べ
減

少
し

た
。

○
管

理
費

比
率

が
前

期
に

比
べ

増
加

し
た

。
○

管
理

費
比

率
が

２
期

連
続

で
増

加
し

た
。

○
経

常
収

益
が

２
期

連
続

で
経

常
費

用
を

上
回

っ
た

。
○

○
○

経
常

収
益

が
、

当
期

は
経

常
費

用
を

上
回

っ
た

。

経
常

収
益

が
、

当
期

は
経

常
費

用
を

下
回

っ
た

。

経
常

収
益

が
、

２
期

連
続

し
て

経
常

費
用

を
下

回
っ

た
。

当
期

末
に

お
い

て
債

務
超

過
で

な
い

。
○

○
○

２
期

連
続

で
改

善
し

た
。

前
期

に
比

べ
改

善
し

た
。

前
期

に
比

べ
悪

化
し

た
。

２
期

連
続

で
悪

化
し

た
。

２
期

連
続

で
増

加
し

た
。

○
前

期
に

比
べ

増
加

し
た

。

前
期

に
比

べ
減

少
し

た
。

○
２

期
連

続
で

減
少

し
た

。
○

当
期

末
に

お
い

て
累

積
欠

損
金

は
な

い
。

○
○

○
累

積
欠

損
金

は
、

２
期

連
続

で
減

少
し

た
。

累
積

欠
損

金
は

、
前

期
に

比
べ

減
少

し
た

。

累
積

欠
損

金
は

、
前

期
に

比
べ

増
加

し
た

。

累
積

欠
損

金
は

、
２

期
連

続
で

増
加

し
た

。

流
動

比
率

は
、

２
期

連
続

で
1
0
0
%
以

上
で

あ
っ

た
。

○
○

○
流

動
比

率
は

、
当

期
は

1
0
0
%
以

上
で

あ
っ

た
。

流
動

比
率

は
、

当
期

は
1
0
0
%
未

満
で

あ
っ

た
。

流
動

比
率

は
、

２
期

連
続

で
1
0
0
%
未

満
で

あ
っ

た
。

当
期

末
に

お
い

て
借

入
金

は
な

い
。

２
期

連
続

で
低

下
し

た
。

○
○

○
前

期
に

比
べ

低
下

し
た

。

前
期

に
比

べ
上

昇
し

た
。

２
期

連
続

で
上

昇
し

た
。

効
率

性
経

常
費

用
に

占
め

る
管

理
費

の
状

況

　
令

和
３

年
度

は
、

前
年

度
に

比
べ

事
業

費
が

増
と

な
っ

た
一

方
で

管
理

費
は

減
と

な
っ

た
た

め
、

管
理

費
比

率
は

減
少

し
た

。
　

ま
た

、
処

分
料

金
収

入
に

つ
い

て
、

処
分

料
金

単
価

は
前

年
度

よ
り

下
が

っ
た

も
の

の
搬

入
量

は
計

画
を

達
成

し
た

こ
と

で
、

一
定

の
収

入
を

確
保

で
き

た
。

　
令

和
３

年
度

は
、

減
価

償
却

費
や

委
託

費
等

の
事

業
費

が
増

加
す

る
と

と
も

に
、

管
理

費
で

あ
る

地
域

振
興

に
対

す
る

支
払

助
成

金
が

減
少

し
た

た
め

、
２

期
ぶ

り
に

管
理

比
率

が
減

少
し

た
。

　
前

年
度

と
比

較
し

て
、

処
分

料
金

収
入

や
県

か
ら

の
出

え
ん

金
が

減
少

し
た

た
め

経
常

収
益

が
減

少
し

た
一

方
で

、
経

常
費

用
が

増
加

し
た

。
し

か
し

な
が

ら
、

な
お

経
常

収
益

が
経

常
費

用
を

上
回

っ
て

お
り

、
ま

た
搬

入
量

は
計

画
を

達
成

し
た

こ
と

か
ら

、
安

定
し

た
経

営
が

行
わ

れ
て

い
る

。
経

常
収

益
・
費

用
の

比
率

健
全

性
債

務
超

過
の

状
況

　
県

の
財

政
支

援
お

よ
び

処
分

料
金

収
入

の
安

定
に

よ
り

財
政

状
況

は
改

善
し

、
平

成
2
3
年

度
以

降
は

単
年

度
収

支
が

黒
字

に
転

換
し

、
さ

ら
に

平
成

2
7
年

度
か

ら
は

一
般

正
味

財
産

期
末

残
高

が
黒

字
に

転
じ

、
累

積
欠

損
金

も
解

消
し

た
。

　
ま

た
、

短
期

的
支

払
能

力
に

つ
い

て
流

動
比

率
が

令
和

３
年

度
も

1
0
0
％

を
超

え
る

と
と

も
に

、
借

入
金

依
存

率
も

年
々

減
少

し
て

い
る

。
　

な
お

、
正

味
財

産
期

末
残

高
に

つ
い

て
は

、
令

和
２

年
度

と
比

較
し

て
、

収
入

が
処

分
料

金
収

入
や

県
か

ら
の

出
え

ん
金

の
減

等
に

よ
り

減
額

と
な

っ
た

こ
と

、
お

よ
び

支
出

が
減

価
償

却
費

や
委

託
料

の
増

等
に

よ
り

増
額

と
な

っ
た

こ
と

で
、

前
期

に
比

べ
て

減
少

し
た

。

　
平

成
2
6
・
2
7
年

度
に

お
け

る
廃

棄
物

受
入

量
の

増
加

に
伴

う
処

分
料

金
収

入
の

増
加

に
よ

り
、

平
成

2
7
年

度
に

累
積

欠
損

金
が

解
消

し
た

。
　

ま
た

、
借

入
金

の
計

画
的

な
返

済
に

よ
り

毎
年

着
実

に
借

入
額

が
減

少
し

て
お

り
、

令
和

４
年

度
を

も
っ

て
完

済
と

な
る

。
　

正
味

財
産

期
末

残
高

の
減

少
は

、
前

年
度

と
比

較
し

て
、

処
分

料
金

収
入

や
県

か
ら

の
出

え
ん

金
等

の
収

入
が

減
少

し
、

減
価

償
却

費
や

委
託

料
等

の
支

出
が

増
加

し
た

た
め

で
あ

る
が

、
公

社
の

経
営

に
影

響
は

な
く
、

今
後

も
引

き
続

き
、

処
分

料
金

の
確

保
に

よ
り

、
健

全
な

運
営

に
努

め
ら

れ
た

い
。

正
味

財
産

期
末

残
高

の
状

況

累
積

欠
損

金
の

状
況

短
期

的
支

払
い

能
力

の
状

況

借
入

金
依

存
率

の
状

況

県
の

所
見

効
果

性
中

期
経

営
計

画
、

年
度

目
標

の
策

定

　
公

共
関

与
に

よ
る

県
内

唯
一

の
産

業
廃

棄
物

管
理

型
最

終
処

分
場

と
し

て
循

環
型

社
会

形
成

の
一

翼
を

担
っ

て
お

り
、

産
業

廃
棄

物
の

適
正

処
理

や
企

業
立

地
の

た
め

の
産

業
基

盤
と

し
て

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

。
　

平
成

2
9
年

３
月

に
策

定
し

た
第

２
期

中
期

経
営

計
画

の
下

、
継

続
し

て
着

実
な

管
理

運
営

等
に

努
め

た
結

果
、

令
和

３
年

度
に

お
い

て
も

単
年

度
経

常
収

支
の

黒
字

を
達

成
し

、
平

成
2
3
年

度
以

降
連

続
で

単
年

度
経

常
黒

字
を

達
成

す
る

な
ど

、
着

実
に

成
果

を
上

げ
て

い
る

。
　

ま
た

、
環

境
監

視
委

員
会

、
地

元
区

と
の

情
報

交
換

な
ら

び
に

排
出

事
業

者
訪

問
等

を
通

じ
て

、
住

民
や

関
係

者
等

の
ニ

ー
ズ

の
把

握
に

努
め

て
い

る
。

　
平

成
2
8
年

1
0
月

に
策

定
さ

れ
た

県
基

本
方

針
を

踏
ま

え
策

定
し

た
第

２
期

中
期

経
営

計
画

に
基

づ
い

た
取

組
を

着
実

に
実

施
し

て
い

る
。

財
務

・
経

営
に

お
い

て
第

２
期

中
期

経
営

計
画

に
基

づ
く
目

標
達

成
に

取
り

組
ん

で
お

り
、

順
調

に
運

営
さ

れ
て

い
る

と
認

識
し

て
い

る
。

　
県

内
唯

一
の

産
業

廃
棄

物
管

理
型

最
終

処
分

場
と

し
て

、
安

定
・

適
正

な
施

設
運

営
を

継
続

し
て

行
っ

て
い

る
。

　
ま

た
、

３
R

の
取

組
推

進
お

よ
び

美
化

活
動

に
対

す
る

支
援

や
地

域
協

働
原

状
回

復
事

業
で

の
不

法
投

棄
廃

棄
物

の
受

け
入

れ
を

行
う

と
と

も
に

、
住

民
・
関

係
者

の
ニ

ー
ズ

に
つ

い
て

も
様

々
な

機
会

を
捉

え
把

握
に

努
め

て
お

り
、

社
会

情
勢

に
適

合
し

た
事

業
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

公
社

の
事

業
の

意
義

は
大

き
い

。

事
業

活
動

の
社

会
情

勢
へ

の
適

合
性

活
動

の
成

果
の

達
成

度

住
民

、
関

係
者

等
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

状
況

３
　

評
価

区
分

評
価

項
目

評
価

内
容

該
当

項
目

に
○

出
資

法
人

の
所

見

-
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R
1

R
2

R
3

県
の

所
見

区
分

評
価

項
目

評
価

内
容

該
当

項
目

に
○

出
資

法
人

の
所

見

知
事

・
副

知
事

が
法

人
の

代
表

者
へ

就
任

し
て

い
な

い

知
事

・
副

知
事

が
法

人
の

代
表

者
へ

就
任

し
て

い
る

○
○

○

当
期

末
に

お
い

て
県

派
遣

職
員

は
な

い

常
勤

職
員

に
占

め
る

県
派

遣
職

員
の

割
合

が
前

期
に

比
べ

低
下

し
た

。

常
勤

職
員

に
占

め
る

県
派

遣
職

員
の

割
合

は
前

期
と

概
ね

同
程

度
○

○
○

常
勤

職
員

に
占

め
る

県
派

遣
職

員
の

割
合

が
前

期
に

比
べ

上
昇

し
た

。

当
期

末
に

お
い

て
県

退
職

職
員

は
な

い

常
勤

職
員

に
占

め
る

県
退

職
職

員
の

割
合

が
前

期
に

比
べ

低
下

し
た

。

常
勤

職
員

に
占

め
る

県
退

職
職

員
の

割
合

は
前

期
と

概
ね

同
程

度
○

○
○

常
勤

職
員

に
占

め
る

県
退

職
職

員
の

割
合

が
前

期
に

比
べ

上
昇

し
た

。

当
期

末
に

お
い

て
県

の
財

政
支

出
は

な
い

。

経
常

収
益

に
占

め
る

県
の

財
政

支
出

の
割

合
が

２
期

連
続

で
低

下
し

た
。

○
○

○
経

常
収

益
に

占
め

る
県

の
財

政
支

出
の

割
合

が
前

期
に

比
べ

低
下

し
た

。

経
常

収
益

に
占

め
る

県
の

財
政

支
出

の
割

合
が

前
期

に
比

べ
上

昇
し

た
。

経
常

収
益

に
占

め
る

県
の

財
政

支
出

の
割

合
が

２
期

連
続

で
上

昇
し

た
。

当
期

間
中

に
お

い
て

県
の

短
期

貸
付

け
は

な
い

○
○

○
県

の
短

期
貸

付
け

の
額

が
２

期
連

続
で

減
少

し
た

。

県
の

短
期

貸
付

け
の

額
が

前
期

に
比

べ
減

少
し

た
。

県
の

短
期

貸
し

付
け

の
額

が
前

期
と

同
額

で
あ

る
。

県
の

短
期

貸
付

け
の

額
が

前
期

に
比

べ
増

加
し

た
。

県
の

短
期

貸
付

け
の

額
が

２
期

連
続

で
増

加
し

た
。

当
期

末
に

お
い

て
県

の
損

失
補

償
・
債

務
保

証
は

な
い

県
の

損
失

補
償

・
債

務
保

証
の

額
が

２
期

連
続

で
減

少
し

た
。

○
○

○
県

の
損

失
補

償
・
債

務
保

証
の

額
が

前
期

に
比

べ
減

少
し

た
。

県
の

損
失

補
償

・
債

務
保

証
の

額
が

前
期

と
同

額
で

あ
る

。

県
の

損
失

補
償

・
債

務
保

証
の

額
が

前
期

に
比

べ
増

加
し

た
。

県
の

損
失

補
償

・
債

務
保

証
の

額
が

２
期

連
続

で
増

加
し

た
。

規
程

を
整

備
し

て
い

る
。

○
○

○
規

程
を

設
け

て
い

な
い

。

規
程

を
設

け
て

い
な

い
（
県

の
資

本
金

等
の

割
合

が
1
/
2
未

満
）
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

よ
り

不
特

定
の

者
に

対
し

情
報

公
開

を
行

っ
て

い
る

。
○

○
○

不
特

定
の

者
に

対
し

情
報

公
開

を
行

っ
て

い
な

い
。

規
程

を
整

備
し

て
い

る
。

○
規

程
を

設
け

て
い

な
い

。

規
程

を
設

け
て

い
な

い
（
県

の
資

本
金

等
の

割
合

が
1
/
2
未

満
）
。

情
報

公
開

の
資

料
に

係
る

文
書

の
作

成
、

整
理

、
保

存
等

を
行

っ
て

い
る

。
○

情
報

公
開

の
資

料
に

係
る

文
書

の
作

成
、

整
理

、
保

存
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

作
成

し
た

財
務

諸
表

に
つ

い
て

、
会

計
監

査
人

監
査

を
受

け
て

い
る

、
ま

た
は

、
財

務
諸

表
の

作
成

過
程

で
、

会
計

の
専

門
家

の
指

導
・
助

言
を

受
け

て
い

る
。

○
○

○

会
計

の
専

門
家

に
よ

る
監

査
・
指

導
・
助

言
等

は
受

け
て

い
な

い
。

業
務

監
査

を
実

施
し

て
い

る
。

○
○

○
業

務
監

査
を

実
施

し
て

い
な

い
。

　
埋

立
管

理
や

建
設

工
事

の
施

工
、

水
質

管
理

等
の

業
務

の
実

施
に

は
専

門
知

識
を

有
す

る
県

職
員

の
派

遣
が

必
要

な
た

め
、

公
社

か
ら

の
要

請
に

基
づ

き
職

員
を

派
遣

し
、

人
的

支
援

を
行

っ
た

。

　
県

が
公

共
関

与
に

よ
り

設
置

し
た

産
業

廃
棄

物
最

終
処

分
場

の
運

営
に

対
す

る
県

の
姿

勢
を

明
確

に
し

、
地

域
や

地
元

住
民

の
安

心
感

が
維

持
で

き
て

い
る

。

県
財

政
支

出
の

状
況

知
事

・
副

知
事

の
代

表
者

へ
の

就
任

状
況 県

退
職

職
員

の
就

任
状

況

　
県

か
ら

の
出

え
ん

金
等

が
大

幅
に

減
少

し
た

め
、

県
の

財
政

支
出

の
割

合
も

減
少

し
た

。
　

ま
た

、
借

入
金

の
着

実
な

返
済

に
よ

り
損

失
補

償
の

額
も

減
少

し
て

い
る

。
　

な
お

、
借

入
金

の
完

済
に

伴
い

、
令

和
４

年
度

を
も

っ
て

県
か

ら
の

出
え

ん
お

よ
び

損
失

補
償

が
終

了
す

る
。

損
失

補
償

の
状

況

透
明

性
情

報
公

開
規

程
の

整
備

状
況

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
経

営
状

況
や

最
終

処
分

場
周

辺
河

川
の

水
質

等
の

環
境

関
係

情
報

を
公

開
す

る
な

ど
の

情
報

提
供

を
行

っ
て

い
る

。
　

文
書

管
理

に
つ

い
て

は
、

管
理

規
程

に
基

づ
き

、
適

正
に

管
理

し
て

い
る

。
　

ま
た

、
財

務
諸

表
等

に
つ

い
て

は
、

作
成

過
程

で
会

計
事

務
所

の
指

導
・
助

言
等

を
受

け
て

お
り

、
業

務
監

査
も

実
施

し
て

い
る

。

　
公

社
の

情
報

公
開

規
程

に
基

づ
き

、
財

務
諸

表
を

は
じ

め
環

境
監

視
委

員
会

の
状

況
や

処
分

場
周

辺
河

川
の

水
質

調
査

結
果

等
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
す

る
な

ど
情

報
公

開
に

努
め

て
い

る
。

　
文

書
管

理
に

つ
い

て
は

、
県

に
お

い
て

「
出

資
法

人
の

適
正

な
文

書
管

理
の

推
進

に
関

す
る

措
置

の
指

針
」
が

策
定

さ
れ

た
こ

と
を

受
け

て
管

理
規

程
を

制
定

し
、

こ
れ

に
基

づ
き

適
正

に
管

理
し

て
い

る
。

　
ま

た
、

財
務

諸
表

に
つ

い
て

、
会

計
の

専
門

家
の

助
言

を
受

け
る

と
と

も
に

、
業

務
監

査
も

実
施

さ
れ

て
お

り
、

透
明

性
は

確
保

さ
れ

て
い

る
。

情
報

公
開

の
実

施
状

況

会
計

専
門

家
の

関
与

状
況

業
務

監
査

の
実

施
状

況

文
書

管
理

規
程

の
整

備
状

況

文
書

管
理

の
実

施
状

況

自
立

性

県
派

遣
職

員
の

状
況

短
期

貸
付

金
の

金
額

（
期

間
中

の
県

か
ら

の
借

入
れ

で
、

同
一

年
度

に
貸

付
け

と
返

済
の

双
方

が
行

わ
れ

る
も

の
）
の

状
況

　
県

か
ら

の
受

取
出

え
ん

金
、

受
取

補
助

金
の

額
の

減
少

割
合

が
経

常
収

益
の

減
少

割
合

よ
り

大
き

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

経
常

収
益

に
占

め
る

県
の

財
政

支
出

の
割

合
は

減
少

し
た

。

　
埋

立
管

理
や

建
設

工
事

の
施

工
、

水
質

管
理

等
業

務
の

実
施

に
あ

た
り

、
専

門
的

知
識

を
有

す
る

県
職

員
の

派
遣

が
必

要
で

あ
る

。

　
知

事
が

理
事

長
に

就
任

し
て

い
る

こ
と

に
よ

り
、

最
終

処
分

場
の

設
置

・
運

営
に

つ
い

て
地

元
住

民
の

安
心

を
確

保
で

き
て

い
る

。

-
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総
　

合
　

所
　

見

　
県

内
唯

一
の

産
業

廃
棄

物
管

理
型

最
終

処
分

場
で

あ
る

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

滋
賀

の
安

定
的

な
施

設
運

営
と

埋
立

管
理

を
継

続
す

る
た

め
、

平
成

2
8
年

度
に

第
２

期
中

期
経

営
計

画
を

策
定

し
た

。
計

画
し

て
い

た
施

設
整

備
工

事
が

完
了

し
埋

立
容

量
が

確
保

で
き

た
こ

と
も

あ
り

、
今

後
は

全
体

埋
立

容
量

を
確

実
に

達
成

で
き

る
よ

う
、

受
入

廃
棄

物
の

量
と

質
を

確
保

し
な

が
ら

、
搬

入
量

の
確

保
を

図
っ

て
い

く
。

　
ま

た
、

埋
立

終
了

後
の

環
境

保
全

対
策

や
維

持
管

理
等

の
施

設
運

営
に

つ
い

て
の

検
討

を
行

う
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
に

か
か

る
経

費
を

精
査

の
う

え
、

確
保

に
努

め
る

。

　
公

社
に

お
い

て
は

、
第

２
期

中
期

経
営

計
画

に
基

づ
い

た
取

組
を

順
調

に
実

施
し

て
お

り
、

今
後

も
安

定
し

た
施

設
運

営
を

行
う

た
め

、
県

に
お

い
て

も
、

公
社

の
事

業
の

独
自

性
や

専
門

性
に

応
じ

た
人

的
支

援
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

　
ま

た
、

公
社

は
引

き
続

き
、

令
和

５
年

1
0
月

の
埋

立
期

間
終

了
を

見
据

え
た

廃
棄

物
の

受
け

入
れ

量
の

確
保

と
徹

底
し

た
埋

立
容

量
の

適
正

な
管

理
に

努
め

る
と

と
も

に
、

処
分

料
金

収
入

の
確

保
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。
　

今
後

は
、

第
３

期
中

期
経

営
計

画
に

基
づ

き
、

埋
立

終
了

後
の

維
持

管
理

方
法

や
体

制
の

方
向

性
等

、
県

と
公

社
で

十
分

に
検

討
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

　
・
経

常
収

支
の

黒
字

維
持

　
・
自

己
資

本
比

率
5
0
%
以

上
　

・
借

入
金

依
存

率
3
0
%
以

下
　

・
県

へ
の

財
政

依
存

度
の

年
度

毎
減

少

・
経

常
収

支
　

4
0
7
,5

5
1
千

円
の

黒
字

　
＝

達
成

・
自

己
資

本
比

率
　

6
1
.7

％
　

＝
達

成
・
借

入
金

依
存

率
　

 2
.3

％
　

＝
達

成
・
県

へ
の

財
政

依
存

度
の

年
度

毎
減

少
　

R
2
：
 9

.2
％

　
＞

　
R

3
：
9
.4

 ％
　

＝
未

達
成

-
-

出
資

法
人

の
総

合
的

評
価

・
対

応
県

に
よ

る
総

合
的

評
価

・
対

応

事
業

に
関

す
る

事
項

　
平

成
2
6
年

２
月

に
公

益
財

団
法

人
へ

移
行

し
、

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

滋
賀

の
安

全
・
安

心
な

運
営

を
通

じ
て

、
「
一

．
産

業
廃

棄
物

の
安

全
か

つ
適

正
な

処
分

の
推

進
」
、

「
二

．
廃

棄
物

の
適

正
処

理
お

よ
び

３
Ｒ

の
取

組
推

進
」
、

「
三

．
県

民
の

生
活

環
境

の
保

全
・
改

善
の

促
進

」
を

柱
と

す
る

効
率

的
で

持
続

可
能

な
循

環
型

社
会

を
創

る
事

業
を

、
積

極
的

に
実

施
し

て
い

る
。

　
ま

た
、

事
故

防
止

や
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

徹
底

を
図

り
な

が
ら

、
最

終
処

分
場

の
社

会
的

な
信

頼
性

を
高

め
る

た
め

定
期

的
に

埋
立

処
理

情
報

等
を

公
開

し
て

お
り

、
引

き
続

き
安

全
と

安
心

を
第

一
に

開
か

れ
た

施
設

運
営

を
行

っ
て

い
く
。

　
公

社
は

、
県

内
に

お
い

て
管

理
型

産
業

廃
棄

物
の

安
全

か
つ

適
正

な
処

理
の

推
進

を
図

る
事

業
等

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
に

お
け

る
循

環
型

社
会

の
形

成
、

地
域

社
会

の
健

全
な

発
展

、
県

民
の

生
活

環
境

の
保

全
お

よ
び

産
業

の
健

全
な

発
展

に
寄

与
し

て
い

る
。

　
県

は
、

引
き

続
き

安
全

・
安

心
な

施
設

運
営

に
よ

り
、

所
期

の
目

的
が

達
せ

ら
れ

る
よ

う
支

援
し

て
い

く
。

財
務

に
関

す
る

事
項

　
県

の
出

え
ん

に
よ

る
財

政
支

援
の

効
果

お
よ

び
処

分
料

金
収

入
の

安
定

に
よ

り
、

平
成

2
3
年

度
以

降
、

単
年

度
経

常
収

支
の

黒
字

化
を

達
成

し
て

い
る

ほ
か

、
平

成
2
7
年

度
か

ら
一

般
正

味
財

産
期

末
残

高
が

黒
字

に
転

じ
累

積
欠

損
金

も
解

消
さ

れ
、

財
務

状
況

の
課

題
は

解
決

し
て

い
る

。
　

ま
た

、
今

後
も

安
定

し
た

処
分

料
金

収
入

を
確

保
し

、
埋

立
終

了
後

の
維

持
管

理
費

用
等

の
財

源
を

確
実

に
積

み
立

て
る

。

　
安

定
的

な
収

入
の

確
保

な
ど

公
社

自
ら

の
経

営
努

力
と

県
の

継
続

し
た

資
金

面
で

の
支

援
に

よ
り

、
平

成
2
3
年

度
以

降
経

常
収

支
が

黒
字

化
す

る
と

と
も

に
、

平
成

2
7
年

度
に

は
累

積
欠

損
も

解
消

し
て

お
り

、
財

務
面

に
お

い
て

は
着

実
に

改
善

し
て

い
る

。
　

ま
た

、
施

設
整

備
や

埋
立

終
了

後
の

維
持

管
理

費
に

必
要

な
経

費
の

積
立

て
を

行
う

な
ど

将
来

的
な

課
題

に
対

応
で

き
る

よ
う

取
り

組
ん

で
い

る
。

行
政

経
営

方
針

実
施

計
画

に
関

す
る

事
項

※
実

施
計

画
は

次
頁

参
照

　
平

成
2
8
年

度
末

に
策

定
し

た
第

２
期

中
期

経
営

計
画

に
基

づ
き

、
安

定
的

な
経

営
を

維
持

す
る

と
と

も
に

、
今

後
は

令
和

３
年

度
末

に
策

定
し

た
第

３
期

中
期

経
営

計
画

に
よ

り
、

埋
立

終
了

後
の

セ
ン

タ
ー

の
維

持
管

理
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。

　
公

社
に

お
い

て
平

成
2
8
年

度
末

に
策

定
さ

れ
た

第
２

期
中

期
経

営
計

画
に

基
づ

き
安

定
的

な
運

営
が

行
わ

れ
る

よ
う

、
県

と
し

て
も

必
要

な
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

　
ま

た
、

令
和

３
年

1
0
月

に
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
滋

賀
の

管
理

運
営

に
係

る
基

本
方

針
を

策
定

し
、

こ
れ

に
基

づ
き

令
和

３
年

度
末

に
公

社
が

第
３

期
中

期
経

営
計

画
を

策
定

し
て

お
り

、
安

定
し

た
施

設
運

営
と

埋
立

容
量

の
適

正
な

管
理

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

実
施

計
画

に
定

め
る

「
具

体
的

な
取

組
内

容
」
の

進
捗

状
況

　
平

成
2
8
年

度
末

に
お

い
て

、
平

成
2
9
年

度
か

ら
令

和
３

年
度

ま
で

の
５

年
間

の
第

２
期

中
期

経
営

計
画

の
策

定
を

行
い

、
平

成
2
9
年

度
か

ら
は

こ
れ

に
基

づ
く
取

組
を

行
っ

て
い

る
。

実
施

計
画

に
定

め
る

「
具

体
的

な
取

組
内

容
」
の

進
捗

状
況

　
第

２
期

中
期

経
営

計
画

に
基

づ
き

、
取

組
を

順
調

に
実

施
し

て
お

り
、

令
和

３
年

度
は

４
つ

の
う

ち
３

つ
の

目
標

を
達

成
し

て
い

る
。

　
な

お
、

未
達

成
と

な
っ

た
「
県

へ
の

財
政

依
存

度
の

年
度

毎
減

少
」
は

、
令

和
２

年
度

に
浸

出
水

処
理

施
設

増
強

工
事

に
伴

う
積

立
金

の
取

り
崩

し
が

行
わ

れ
た

こ
と

で
収

入
が

増
加

し
、

相
対

的
に

令
和

３
年

度
の

値
が

増
加

し
た

た
め

で
あ

る
が

、
事

業
計

画
に

沿
っ

た
も

の
で

あ
り

、
公

社
の

経
営

に
支

障
を

き
た

す
も

の
で

は
な

い
。

実
施

計
画

に
定

め
る

目
標

左
の

実
績

実
施

計
画

に
定

め
る

目
標

左
の

実
績

-
 7
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参
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行
政

経
営

方
針

実
施

計
画

（
2
0
1
9
年

度
～

2
0
2
2
年

度
）
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（
単
位
：
ｔ
）

平
成
2
0
年
度

平
成
2
1
年
度

平
成
2
2
年
度

平
成
2
3
年
度

平
成
2
4
年
度

平
成
2
5
年
度

平
成
2
6
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成
2
8
年
度

平
成
2
9
年
度

平
成
3
0
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

　
廃
棄
物
種
類
　

金
属
く
ず

0
0

9
1

0
1

1
1

0
5

9
2
7

8
1
5

1
8
2
%

が
れ
き
類

5
8
5

1
1
0

5
3
6

1
,
6
8
3

5
1
6

8
5
7

2
,
8
7
5

1
,
8
9
8

5
8
7

1
,
2
6
7

2
,
5
1
3

1
,
2
8
9

8
4
2

2
,
9
1
8

3
4
7
%

ガ
ラ
ス

陶
磁
器
く
ず

9
9

2
0
3

4
1
3

4
2
0

2
5
5

4
6
6

6
2
9

8
9
1

1
,
0
6
8

9
6
4

1
,
1
7
3

1
,
3
4
3

1
,
5
5
0

1
,
5
5
0

1
0
0
%

ゴ
ム
く
ず

0
5

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
0
0
%

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

3
1

1
6
5

8
3
9

2
,
2
4
9

9
2
0

6
7
8

1
,
2
3
4

2
,
2
3
1

2
,
2
8
6

2
,
0
6
2

1
,
7
7
4

1
,
8
7
6

2
,
0
1
7

2
,
5
8
7

1
2
8
%

石
綿
含
有
廃
棄

物
5
7

2
8
6

2
5
1

3
8
9

3
6
2

4
5
2

7
0
8

8
3
5

6
6
5

8
6
3

1
,
0
1
4

1
,
7
7
8

1
,
3
8
8

2
,
1
2
7

1
5
3
%

計
7
7
3

7
7
0

2
,
0
4
6

4
,
7
4
3

2
,
0
5
3

2
,
4
5
4

5
,
4
4
7

5
,
8
5
6

4
,
6
0
6

5
,
1
6
2

6
,
4
8
2

6
,
3
1
3

5
,
8
0
5

9
,
1
9
8

1
5
8
%

燃
え
が
ら

1
4
2

4
,
4
0
3

4
,
6
3
9

6
,
0
3
7

6
6
8

9
1
1

1
,
3
2
4

9
5
6

5
7
0

5
9
5

4
3
4

1
2
2

2
6
5

1
7
3

6
5
%

ば
い
じ
ん

2
5

3
9

2
7

1
,
8
3
2

2
0

1
,
3
7
3

2
8

7
6

3
,
8
5
4

3
,
7
1
1

3
,
6
0
0

3
,
7
7
8

3
,
4
8
5

4
,
9
4
1

1
4
2
%

有
機
汚
泥

1
5
,
7
8
8

2
2
2

2
0
7

3
2
3

2
1
5

3
9

1
4
7

1
4
3

1
4
9

1
4
4

1
8
7

1
0
8

1
9
1

2
0
3

1
0
6
%

無
機
汚
泥

3
9
9

1
8
2

5
2
1

1
,
9
2
1

3
8
2

3
9
8

2
7
5

4
8
3

2
8
3

3
9
3

4
4
7

3
1
2

4
3
9

4
8
2

1
1
0
%

紙
く
ず

0
0

0
6

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

木
く
ず

1
1

1
9

8
4

1
8

1
7

2
8

9
9

6
5

9
8

1
5
0

3
8

9
7

1
9
7

2
6
5

1
3
5
%

繊
維
く
ず

1
8

5
2

5
0

8
3

2
4
4

3
7

6
9

3
9

5
8

4
3

9
0

1
0
3

1
2
0

1
1
6
%

鉱
さ
い

4
2

1
6
5

5
3
5

4
2
0

1
5
0

2
0
8

2
0
2

2
6
8

2
9
3

3
4
5

4
1
0

3
3
0

2
2
5

3
4
6

1
5
4
%

混
合
廃
棄
物

4
7
5

5
,
9
9
4

1
4
,
1
1
0

2
5
,
8
3
4

2
1
,
0
7
3

2
2
,
6
7
0

6
5
,
4
6
8

5
8
,
7
5
3

3
1
,
1
4
2

3
5
,
7
8
3

2
9
,
4
2
0

2
9
,
4
0
5

4
5
,
7
7
2

4
1
,
3
3
9

9
0
%

廃
石
膏
ボ
ー
ド

5
5
9

1
,
2
2
6

1
,
4
9
4

1
,
4
6
4

2
,
3
1
9

3
,
6
5
9

3
,
7
8
6

3
,
3
9
7

2
,
9
0
2

2
,
1
7
5

1
,
7
4
8

2
,
1
3
1

1
,
0
3
8

9
3
0

9
0
%

計
1
7
,
4
5
8

1
2
,
3
0
1

2
1
,
6
6
7

3
7
,
9
3
9

2
4
,
8
4
6

2
9
,
3
3
0

7
1
,
3
6
6

6
4
,
2
0
9

3
9
,
3
3
1

4
3
,
3
5
3

3
6
,
3
2
8

3
6
,
3
7
4

5
1
,
7
1
5

4
8
,
8
0
0

9
4
%

6
,
9
6
0

7
,
1
6
7

1
1
,
5
6
2

7
,
5
7
0

3
,
2
6
2

5
2
5

3
6
7

0
0

0
0

0
3
9
9

2
5
,
1
9
1

2
0
,
2
3
7

3
5
,
2
7
5

5
0
,
2
5
1

3
0
,
1
6
1

3
2
,
3
0
9

7
6
,
8
1
6

7
0
,
1
3
2

4
3
,
9
3
7

4
8
,
5
1
5

4
2
,
8
1
0

4
2
,
6
8
7

5
7
,
5
2
0

5
8
,
3
9
7

1
0
2
%

2
8
0
,
4
2
1

2
8
2
,
8
5
9

4
5
1
,
7
2
8

6
1
4
,
5
4
4

4
1
1
,
7
8
3

5
1
2
,
4
8
7

1
,
1
2
7
,
2
2
1

1
,
0
8
4
,
6
4
4

9
0
3
,
0
0
7

9
8
7
,
4
6
0

8
4
1
,
4
8
8

8
5
7
,
5
3
5
1
,
2
3
0
,
9
6
9
1
,
1
8
6
,
0
0
4

9
6
%

1
1
,
1
3
2

1
3
,
9
7
7

1
2
,
8
0
6

1
2
,
2
2
9

1
3
,
6
5
3

1
5
,
8
6
2

1
4
,
6
7
4

1
5
,
4
6
6

2
0
,
5
5
2

2
0
,
3
5
4

1
9
,
6
5
6

2
0
,
0
8
9

2
1
,
4
0
0

2
0
,
3
0
9

9
5
%

（
※
）
管
理
を
要
す
る
残
土
＝
土
壌
環
境
基
準
を
超
え
て
い
る
が
、
汚
泥
等
の
産
業
廃
棄
物
を
埋
立
処
分
す
る
際
の
判
定
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
残
土
の
こ
と
。

令
和
３
年
度

処
分
量

対
前
年
度
比

処
分
量

処
分
量

処
分
量

処
分
量

処
分
量

処
分
量

処
分
量

処
分
量

処
分
量

参
考
資
料
１

処
分
料
金
収
入
（
千
円
）

平
均
単
価
（
円
）

管 理 型 管
理
を
要
す
る
残
土

(
※
)

合
　
計

安 定 型

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
処
分
実
績
の
推
移

年
度

搬
入
量
　

処
分
量

処
分
量

処
分
量

処
分
量

-
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公益財団法人 滋賀県緑化推進会の概要について 

 

１ 名   称  公益財団法人 滋賀県緑化推進会 

 

２ 設立年月日  昭和 52 年 3 月 23 日（昭和 25 年発足） 

 

３ 設立の趣旨・目的 

本会は、滋賀県における緑化事業の推進と緑化思想の高揚を図ること、及び緑の募

金（緑の募金による森林整備等の推進に関する法律（平成７年法律第 88 号）第２条第

２項の緑の募金をいう。）を推進することにより、県土の保全、水資源の確保並びに県

民の生活環境の整備及び改善に資することを目的とする。 

 

４ 業務概要 

本会は、上記の目的を達成するため次の事業を行う。 

   (1) 生活環境緑化事業の実施 

   (2) 緑化意識の啓発高揚 

   (3)  緑教育の推進・緑化実践組織の育成 

   (4) 森林の整備 

   (5)  緑化の推進または森林の整備に係る国際協力 

   (6)  緑の募金の実施および緑の募金による寄附金の管理 

   (7)  その他本会の目的達成に必要な事業の実施 

 

５ 出資の状況（令和３年度末）              （単位：千円、％） 

区分 出資額 構成比 区分 出資額 構成比 

基本 

財産等 

滋賀県 410,000 77.1% 

その他 

   

民間企業・県民

等 

121,600 22.9%    

   小計   

小計 531,600 100% 合計 531,600 100% 

 

６ 組織図 

 

 

 

 

 

 

 

（別紙２・公益法人用） 
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７ 役員等 

役職 氏名（他団体での役職） 常勤 

評 議 員 西藤  崇浩（(株)滋賀銀行 常務取締役）  

評 議 員 石谷  八郎（滋賀県森林組合連合会 代表理事会長）  

評 議 員 北村  正 隆（滋賀県樹木医会 元会長）  

評 議 員 石河  康 久（滋賀県商工会連合会 専務理事）  

評 議 員 川戸  良 幸（びわこビジターズビューロー 会長）  

評 議 員 鵜飼  淳 子（滋賀県地域女性団体連合会 会長）  

評 議 員 岩永  裕 貴（滋賀県市長会 (甲賀市長)）  

評 議 員 髙木  浩 文（滋賀県琵琶湖環境部 部長）  

評 議 員 東  清 信（びわ湖放送(株)  代表取締役社長）  

理 事 長 北  幸 二（びわこ総合サービス(株) 顧問）  

副理事長 久保  久 良（滋賀県町村会 理事(多賀町長)）  

理  事 佐々木 建雄（滋賀森林インストラクター会 会長）  

理  事 桒名  宏 幸（(一社)滋賀経済産業協会 理事）  

理  事 鷦鷯 真知子（(株)平和堂 CSR 推進室長）  

理  事 川橋  袖 子（緑の少年団滋賀県連盟 理事）  

理  事 山本   勝（滋賀県琵琶湖環境部森林保全課 課長）  

理  事 石川  一 郎（京都新聞社滋賀本社 代表）  

常務理事 神田  信 行（滋賀県緑化推進会 事務局長） ○ 

監  事 川口  昌 弘（近江鉄道(株) 常勤監査役）  

監  事 根尾  裕 之（(一社)滋賀県銀行協会 常務理事）  

 

８ 所在地  大津市松本一丁目２番１号 
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法人名 公益財団法人滋賀県緑化推進会

１　人員、県の人的関与の状況 （単位：人）

　①会員の状況（社団法人のみ） R2年度 R3年度 R2→R3増減

　②役員の状況 R2年度 R3年度 R2→R3増減 R4年度

評議員総数 10 9 △ 1 9

うち県職員（特別職を含む。） 1 1 1

うち県退職職員（ＯＢ） 2 2 2

理事総数 10 9 △ 1 9

うち県職員（特別職を含む。） 1 1 1

うち県退職職員（ＯＢ） 1 1 1

うち常勤役員数 1 1 1

うち県職員（特別職を含む。）

うち県退職職員（ＯＢ） 1 1 1

監事総数 2 2 2

うち県職員（特別職を含む。）

うち県退職職員（ＯＢ）

うち常勤監事数

うち県職員（特別職を含む。）

うち県退職職員（ＯＢ）

報酬額・年齢　

常勤役員の平均年齢
常勤役員の平均報酬（年額）（千円）

役員の報酬総額（年額）（千円）

　③職員の状況 R2年度 R3年度 R2→R3増減 R4年度

職員総数 2 2 2

常勤職員 2 1 △ 1 1

プロパー職員 2 1 △ 1 1

うち県退職職員（ＯＢ） 1 △ 1

県等からの派遣職員

うち県派遣職員

臨時・嘱託職員

うち県退職職員（ＯＢ）

非常勤職員 1 1 1

うち県派遣職員

うち県退職職員（ＯＢ） 1 1 1

56.0 △ 56.0

4,353 △ 4,353

職員の給与総額（年額）（千円） 8,705 △ 8,705

10代 20代 30代 40代 50代 60代～ 合計
(令和4年度当初実数)

２　県の財政的関与の状況 （単位：千円）

R2年度 R3年度 R2→R3増減 R4年度

負担金

合計

県からの借入金

県からの損失補償・債務保証

プロパー職員の年代別職員数

令和4年度　出資法人経営評価表 （別紙３・公益法人等用）

プロパー職員の平均年齢

プロパー職員の平均給与（年額）（千円）

年度末
残高

短期貸付金の金額（期間中の県からの借入れで、同
一年度に貸付けと返済の双方が行われるもの）

項　　　　　　目 備考(R4内訳)

県からの
年間
収入額

補助金
事業費補助金

運営費補助金

委託料

その他
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R
1

R
2

R
3

中
期

経
営

計
画

、
年

度
目

標
と

も
策

定
し

て
い

る
。

○
○

○
中

期
経

営
計

画
の

み
策

定
し

て
い

る
。

年
度

目
標

の
み

策
定

し
て

い
る

。

策
定

し
て

い
な

い
。

全
て

の
事

業
が

社
会

情
勢

に
適

合
し

、
そ

の
意

義
は

大
き

い
。

○
○

○
　

社
会

情
勢

に
照

ら
し

て
意

義
が

薄
れ

て
き

た
事

業
が

い
く
つ

か
あ

る
。

社
会

情
勢

に
照

ら
し

て
意

義
の

薄
れ

て
き

た
事

業
が

多
く
あ

る
。

活
動

に
つ

い
て

成
果

目
標

を
定

め
、

目
標

以
上

に
達

成
し

て
い

る
。

活
動

に
つ

い
て

成
果

目
標

を
定

め
、

目
標

ど
お

り
達

成
し

て
い

る
。

○
○

○
活

動
に

つ
い

て
成

果
目

標
を

定
め

、
概

ね
目

標
ど

お
り

に
達

成
し

て
い

る
。

活
動

に
つ

い
て

成
果

目
標

を
定

め
、

達
成

し
て

い
る

も
の

も
あ

る
が

、
十

分
で

は
な

い
。

活
動

に
つ

い
て

成
果

目
標

を
定

め
て

い
な

い
。

多
様

な
調

査
を

実
施

し
、

積
極

的
に

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努

め
て

い
る

。
○

○
○

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

た
め

の
手

段
を

講
じ

て
い

る
。

具
体

的
な

取
組

は
し

て
い

な
い

。

管
理

費
比

率
が

２
期

連
続

で
減

少
し

た
。

管
理

費
比

率
が

前
期

に
比

べ
減

少
し

た
。

○
○

管
理

費
比

率
が

前
期

に
比

べ
増

加
し

た
。

○
管

理
費

比
率

が
２

期
連

続
で

増
加

し
た

。

経
常

収
益

が
２

期
連

続
で

経
常

費
用

を
上

回
っ

た
。

経
常

収
益

が
、

当
期

は
経

常
費

用
を

上
回

っ
た

。
○

経
常

収
益

が
、

当
期

は
経

常
費

用
を

下
回

っ
た

。

経
常

収
益

が
、

２
期

連
続

し
て

経
常

費
用

を
下

回
っ

た
。

○
○

当
期

末
に

お
い

て
債

務
超

過
で

な
い

。
○

○
○

２
期

連
続

で
改

善
し

た
。

前
期

に
比

べ
改

善
し

た
。

前
期

に
比

べ
悪

化
し

た
。

２
期

連
続

で
悪

化
し

た
。

２
期

連
続

で
増

加
し

た
。

前
期

に
比

べ
増

加
し

た
。

○
前

期
に

比
べ

減
少

し
た

。

２
期

連
続

で
減

少
し

た
。

○
○

当
期

末
に

お
い

て
累

積
欠

損
金

は
な

い
。

○
○

○
累

積
欠

損
金

は
、

２
期

連
続

で
減

少
し

た
。

累
積

欠
損

金
は

、
前

期
に

比
べ

減
少

し
た

。

累
積

欠
損

金
は

、
前

期
に

比
べ

増
加

し
た

。

累
積

欠
損

金
は

、
２

期
連

続
で

増
加

し
た

。

流
動

比
率

は
、

２
期

連
続

で
1
0
0
%
以

上
で

あ
っ

た
。

○
○

○
流

動
比

率
は

、
当

期
は

1
0
0
%
以

上
で

あ
っ

た
。

流
動

比
率

は
、

当
期

は
1
0
0
%
未

満
で

あ
っ

た
。

流
動

比
率

は
、

２
期

連
続

で
1
0
0
%
未

満
で

あ
っ

た
。

当
期

末
に

お
い

て
借

入
金

は
な

い
。

○
○

○
２

期
連

続
で

低
下

し
た

。

前
期

に
比

べ
低

下
し

た
。

前
期

に
比

べ
上

昇
し

た
。

２
期

連
続

で
上

昇
し

た
。

３
　

評
価

区
分

評
価

項
目

評
価

内
容

該
当

項
目

に
○

出
資

法
人

の
所

見
県

の
所

見

効
果

性
中

期
経

営
計

画
、

年
度

目
標

の
策

定

　
中

期
経

営
計

画
（
R

0
1
～

R
0
5
）
に

基
づ

き
、

琵
琶

湖
を

育
み

人
々

に
安

ら
ぎ

と
う

る
お

い
を

も
た

ら
す

持
続

可
能

な
緑

豊
か

で
美

し
い

ふ
る

さ
と

滋
賀

の
創

造
に

向
け

た
取

り
組

み
を

実
施

し
て

い
る

。
　

令
和

３
年

度
も

中
期

経
営

計
画

に
お

け
る

団
体

活
動

の
成

果
目

標
事

業
で

あ
る

生
活

環
境

の
緑

づ
く
り

事
業

に
よ

る
自

治
会

等
へ

の
苗

木
配

布
は

、
目

標
ど

お
り

達
成

し
て

い
る

。
引

き
続

き
、

地
域

の
身

近
な

緑
づ

く
り

に
対

す
る

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
積

極
的

に
努

め
て

い
く
。

　
中

期
経

営
計

画
で

定
め

て
い

る
募

金
目

標
額

6
千

万
円

に
対

し
て

、
令

和
３

年
度

は
6
7
,3

9
4
千

円
と

大
口

の
遺

贈
に

よ
る

募
金

が
あ

り
前

年
度

よ
り

増
加

し
た

。
た

だ
し

、
家

庭
募

金
は

年
々

減
少

傾
向

に
あ

る
現

状
を

踏
ま

え
、

市
町

緑
化

推
進

委
員

会
と

の
連

携
に

よ
り

確
保

を
図

る
と

と
も

に
、

当
会

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
で

様
々

な
取

り
組

み
を

紹
介

し
緑

の
募

金
の

認
知

度
を

高
め

た
。

　
中

期
経

営
計

画
に

基
づ

き
、

経
営

戦
略

目
標

に
掲

げ
る

緑
化

事
業

を
地

域
住

民
、

関
係

者
等

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

な
が

ら
、

効
果

的
に

事
業

を
展

開
し

て
い

る
。

　
一

方
、

こ
れ

ら
緑

化
事

業
の

財
源

と
な

る
「
緑

の
募

金
」
に

つ
い

て
は

、
大

口
の

遺
贈

に
よ

り
年

間
6
千

万
円

の
目

標
額

を
達

成
し

た
も

の
の

、
募

金
額

の
大

部
分

を
占

め
る

家
庭

募
金

は
年

々
漸

減
傾

向
に

あ
る

。
　

こ
の

よ
う

な
状

況
の

中
、

令
和

４
年

度
に

滋
賀

県
で

開
催

さ
れ

た
「
全

国
植

樹
祭

」
を

契
機

と
し

て
、

市
町

緑
化

推
進

委
員

会
と

の
連

携
を

強
化

し
、

家
庭

募
金

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
、

新
た

な
企

業
を

開
拓

す
る

等
、

企
業

募
金

等
の

拡
大

を
期

待
す

る
。

　
ま

た
、

S
N

S
等

を
活

用
し

「
緑

の
募

金
」
を

活
用

し
た

緑
化

事
業

の
認

知
度

の
向

上
に

も
期

待
す

る
。

事
業

活
動

の
社

会
情

勢
へ

の
適

合
性

活
動

の
成

果
の

達
成

度

住
民

、
関

係
者

等
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

状
況

健
全

性
債

務
超

過
の

状
況

経
営

に
あ

た
っ

て
は

、
収

支
予

算
と

は
別

に
、

募
金

の
実

収
入

額
を

常
に

把
握

し
、

収
入

に
見

合
っ

た
支

出
を

行
っ

て
い

る
が

、
当

年
度

は
遺

贈
に

よ
る

高
額

の
募

金
に

よ
り

収
入

が
大

幅
に

増
額

と
な

り
、

正
味

財
産

が
増

額
と

な
っ

た
。

　
債

務
超

過
や

累
積

欠
損

金
、

借
入

金
も

な
く
、

健
全

な
経

営
状

況
と

い
え

る
。

　
ま

た
、

募
金

の
実

収
入

額
を

把
握

し
つ

つ
、

収
入

に
見

合
っ

た
支

出
を

行
っ

て
お

り
、

将
来

的
に

も
安

定
し

た
財

務
状

況
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

　
令

和
３

年
度

は
大

口
の

遺
贈

に
よ

る
正

味
財

産
の

増
加

が
あ

っ
た

も
の

の
、

今
後

も
、

中
期

経
営

計
画

に
即

し
、

募
金

額
6
千

万
円

の
達

成
と

こ
れ

に
伴

う
事

業
の

実
施

を
期

待
す

る
。

正
味

財
産

期
末

残
高

の
状

況

累
積

欠
損

金
の

状
況

短
期

的
支

払
い

能
力

の
状

況

借
入

金
依

存
率

の
状

況

効
率

性
経

常
費

用
に

占
め

る
管

理
費

の
状

況

業
務

の
実

態
に

応
じ

て
管

理
費

の
配

賦
割

合
を

変
更

し
た

こ
と

に
よ

り
管

理
費

比
率

は
減

少
し

た
。

緑
の

募
金

額
に

応
じ

た
事

業
量

の
確

保
に

努
め

て
お

り
、

今
後

も
、

収
支

相
償

を
念

頭
に

、
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

事
業

展
開

に
努

め
て

い
く
。

　
令

和
３

年
度

の
管

理
費

比
率

に
つ

い
て

は
、

例
年

ベ
ー

ス
の

３
%
台

を
下

回
り

、
効

率
的

な
事

務
が

行
わ

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
　

ま
た

、
経

常
収

益
と

経
常

費
用

の
バ

ラ
ン

ス
も

毎
年

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

最
小

の
経

費
で

最
大

の
効

果
が

発
揮

さ
れ

る
効

果
的

な
事

業
展

開
が

期
待

さ
れ

る
。

経
常

収
益

・
費

用
の

比
率

-
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R
1

R
2

R
3

区
分

評
価

項
目

評
価

内
容

該
当

項
目

に
○

出
資

法
人

の
所

見
県

の
所

見

知
事

・
副

知
事

が
法

人
の

代
表

者
へ

就
任

し
て

い
な

い
○

○
○

知
事

・
副

知
事

が
法

人
の

代
表

者
へ

就
任

し
て

い
る

当
期

末
に

お
い

て
県

派
遣

職
員

は
な

い
○

○
○

常
勤

職
員

に
占

め
る

県
派

遣
職

員
の

割
合

が
前

期
に

比
べ

低
下

し
た

。

常
勤

職
員

に
占

め
る

県
派

遣
職

員
の

割
合

は
前

期
と

概
ね

同
程

度

常
勤

職
員

に
占

め
る

県
派

遣
職

員
の

割
合

が
前

期
に

比
べ

上
昇

し
た

。

当
期

末
に

お
い

て
県

退
職

職
員

は
な

い

常
勤

職
員

に
占

め
る

県
退

職
職

員
の

割
合

が
前

期
に

比
べ

低
下

し
た

。
○

常
勤

職
員

に
占

め
る

県
退

職
職

員
の

割
合

は
前

期
と

概
ね

同
程

度
○

○
常

勤
職

員
に

占
め

る
県

退
職

職
員

の
割

合
が

前
期

に
比

べ
上

昇
し

た
。

当
期

末
に

お
い

て
県

の
財

政
支

出
は

な
い

。
○

○
○

経
常

収
益

に
占

め
る

県
の

財
政

支
出

の
割

合
が

２
期

連
続

で
低

下
し

た
。

経
常

収
益

に
占

め
る

県
の

財
政

支
出

の
割

合
が

前
期

に
比

べ
低

下
し

た
。

経
常

収
益

に
占

め
る

県
の

財
政

支
出

の
割

合
が

前
期

に
比

べ
上

昇
し

た
。

経
常

収
益

に
占

め
る

県
の

財
政

支
出

の
割

合
が

２
期

連
続

で
上

昇
し

た
。

当
期

間
中

に
お

い
て

県
の

短
期

貸
付

け
は

な
い

○
○

○
県

の
短

期
貸

付
け

の
額

が
２

期
連

続
で

減
少

し
た

。

県
の

短
期

貸
付

け
の

額
が

前
期

に
比

べ
減

少
し

た
。

県
の

短
期

貸
し

付
け

の
額

が
前

期
と

同
額

で
あ

る
。

県
の

短
期

貸
付

け
の

額
が

前
期

に
比

べ
増

加
し

た
。

県
の

短
期

貸
付

け
の

額
が

２
期

連
続

で
増

加
し

た
。

当
期

末
に

お
い

て
県

の
損

失
補

償
・
債

務
保

証
は

な
い

○
○

○
県

の
損

失
補

償
・
債

務
保

証
の

額
が

２
期

連
続

で
減

少
し

た
。

県
の

損
失

補
償

・
債

務
保

証
の

額
が

前
期

に
比

べ
減

少
し

た
。

県
の

損
失

補
償

・
債

務
保

証
の

額
が

前
期

と
同

額
で

あ
る

。

県
の

損
失

補
償

・
債

務
保

証
の

額
が

前
期

に
比

べ
増

加
し

た
。

県
の

損
失

補
償

・
債

務
保

証
の

額
が

２
期

連
続

で
増

加
し

た
。

規
程

を
整

備
し

て
い

る
。

○
○

○
規

程
を

設
け

て
い

な
い

。

規
程

を
設

け
て

い
な

い
（
県

の
資

本
金

等
の

割
合

が
1
/
2
未

満
）
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

よ
り

不
特

定
の

者
に

対
し

情
報

公
開

を
行

っ
て

い
る

。
○

○
○

不
特

定
の

者
に

対
し

情
報

公
開

を
行

っ
て

い
な

い
。

規
程

を
整

備
し

て
い

る
。

○
規

程
を

設
け

て
い

な
い

。

規
程

を
設

け
て

い
な

い
（
県

の
資

本
金

等
の

割
合

が
1
/
2
未

満
）
。

情
報

公
開

の
資

料
に

係
る

文
書

の
作

成
、

整
理

、
保

存
等

を
行

っ
て

い
る

。
○

情
報

公
開

の
資

料
に

係
る

文
書

の
作

成
、

整
理

、
保

存
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

作
成

し
た

財
務

諸
表

に
つ

い
て

、
会

計
監

査
人

監
査

を
受

け
て

い
る

、
ま

た
は

、
財

務
諸

表
の

作
成

過
程

で
、

会
計

の
専

門
家

の
指

導
・
助

言
を

受
け

て
い

る
。

○
○

○

会
計

の
専

門
家

に
よ

る
監

査
・
指

導
・
助

言
等

は
受

け
て

い
な

い
。

業
務

監
査

を
実

施
し

て
い

る
。

○
○

○
業

務
監

査
を

実
施

し
て

い
な

い
。

自
立

性

県
派

遣
職

員
の

状
況

短
期

貸
付

金
の

金
額

（
期

間
中

の
県

か
ら

の
借

入
れ

で
、

同
一

年
度

に
貸

付
け

と
返

済
の

双
方

が
行

わ
れ

る
も

の
）
の

状
況

人
件

費
も

含
め

て
、

県
か

ら
当

法
人

に
対

し
て

財
政

支
出

（
補

助
金

・
助

成
金

・
事

業
委

託
料

等
）
は

な
い

。
　

ま
た

、
団

体
債

務
に

対
す

る
県

の
損

失
補

償
等

も
な

い
。

　
県

職
員

の
派

遣
は

な
い

。
ま

た
、

県
退

職
職

員
を

2
名

受
け

入
れ

て
い

る
が

、
1
名

は
非

常
勤

職
員

と
な

り
、

常
勤

職
員

に
占

め
る

県
退

職
職

員
の

割
合

は
低

下
し

た
。

代
表

者
へ

就
任

し
て

い
な

い
。

透
明

性
情

報
公

開
規

程
の

整
備

状
況

情
報

公
開

規
程

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

広
報

誌
（
緑

の
募

金
・
緑

の
少

年
団

）
を

毎
年

作
成

し
、

公
表

・
配

布
し

て
い

る
。

　
ま

た
、

当
法

人
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
毎

年
更

新
す

る
と

と
も

に
、

随
時

、
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

も
活

用
し

新
着

情
報

を
積

極
的

に
提

供
し

て
い

る
。

文
書

管
理

規
程

を
整

備
し

、
情

報
公

開
の

資
料

に
か

か
る

文
書

の
作

成
、

保
存

等
を

行
っ

て
い

る
。

　
財

務
諸

表
の

作
成

に
つ

い
て

は
、

透
明

性
を

さ
ら

に
高

め
る

た
め

、
会

計
専

門
家

（
簿

記
１

級
取

得
者

）
か

ら
の

指
導

・
助

言
等

を
い

た
だ

い
て

い
る

。

　
情

報
公

開
規

程
を

整
備

し
、

財
務

諸
表

や
事

業
報

告
等

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

S
N

S
等

で
公

開
す

る
と

と
も

に
、

活
動

内
容

等
に

つ
い

て
も

積
極

的
に

公
開

す
る

こ
と

で
、

透
明

性
の

確
保

を
図

っ
て

い
る

。
　

ま
た

、
財

務
諸

表
の

作
成

過
程

に
お

い
て

、
会

計
専

門
家

に
よ

る
指

導
・
助

言
等

を
受

け
る

と
と

も
に

、
業

務
に

関
し

て
も

適
正

に
監

査
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
、

透
明

性
・
適

正
性

が
確

保
さ

れ
る

よ
う

求
め

て
い

く
。

情
報

公
開

の
実

施
状

況

会
計

専
門

家
の

関
与

状
況

業
務

監
査

の
実

施
状

況

文
書

管
理

規
程

の
整

備
状

況

文
書

管
理

の
実

施
状

況

　
県

派
遣

職
員

は
な

い
が

、
県

の
緑

化
施

策
と

密
接

な
関

係
が

あ
る

た
め

、
県

退
職

者
を

2
名

受
入

れ
て

お
り

、
今

後
と

も
県

と
連

携
し

た
事

業
の

推
進

を
期

待
す

る
。

-

県
財

政
支

出
の

状
況

知
事

・
副

知
事

の
代

表
者

へ
の

就
任

状
況 県

退
職

職
員

の
就

任
状

況

　
県

の
財

政
支

出
や

損
失

補
償

等
も

な
く
、

当
法

人
が

展
開

し
て

い
る

緑
化

事
業

の
財

源
は

「
緑

の
募

金
」
等

で
賄

わ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

健
全

な
経

営
が

確
保

さ
れ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

　
今

後
も

、
自

主
性

・
主

体
性

を
持

ち
つ

つ
、

健
全

な
経

営
を

継
続

し
て

い
く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

損
失

補
償

の
状

況

-
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財
務

に
関

す
る

事
項

募
金

額
は

令
和

３
年

度
は

令
和

２
年

度
に

比
べ

て
遺

贈
に

よ
る

高
額

の
募

金
が

あ
っ

た
た

め
2
8
0
0
万

円
増

加
し

目
標

額
を

達
成

し
た

。
主

体
で

あ
る

家
庭

募
金

は
前

年
よ

り
若

干
減

少
し

た
が

、
電

子
媒

体
等

に
よ

る
積

極
的

か
つ

効
果

的
な

啓
発

活
動

お
よ

び
企

業
協

賛
に

よ
る

募
金

目
標

額
の

達
成

と
、

基
本

財
産

の
安

全
か

つ
確

実
な

運
用

に
よ

り
、

自
主

財
源

の
確

保
に

努
め

る
。

　
債

務
超

過
や

累
積

欠
損

金
、

借
入

金
も

な
く
、

健
全

な
経

営
状

況
で

あ
る

。
ま

た
、

募
金

の
実

収
入

額
を

把
握

し
つ

つ
、

収
入

に
見

合
っ

た
支

出
を

行
っ

て
お

り
、

将
来

的
に

も
安

定
し

た
財

務
状

況
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

　
し

か
し

、
「
緑

の
募

金
」
の

主
要

財
源

と
な

っ
て

い
る

家
庭

募
金

は
漸

減
傾

向
に

あ
り

、
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
時

代
に

お
け

る
募

金
方

法
の

検
討

、
各

種
広

報
媒

体
の

活
用

や
多

様
な

主
体

と
の

連
携

に
よ

り
募

金
目

標
額

が
達

成
さ

れ
る

よ
う

、
引

き
続

き
連

携
・
協

力
す

る
。

行
政

経
営

方
針

実
施

計
画

に
関

す
る

事
項

※
実

施
計

画
は

次
頁

参
照

中
期

経
営

計
画

の
経

営
理

念
（
琵

琶
湖

を
育

み
人

々
に

安
ら

ぎ
と

う
る

お
い

を
も

た
ら

す
持

続
可

能
な

緑
豊

か
で

美
し

い
ふ

る
さ

と
滋

賀
の

創
造

）
を

実
現

す
る

た
め

、
３

つ
の

経
営

戦
略

方
針

（
①

自
主

･自
立

性
の

あ
る

経
営

の
維

持
･継

続
、

②
県

民
等

の
意

向
を

尊
重

し
つ

つ
、

県
行

政
と

相
互

補
完

ま
た

は
相

乗
効

果
を

図
る

一
体

的
な

事
業

実
施

お
よ

び
個

別
メ

ニ
ュ

ー
見

直
し

、
③

公
益

財
団

法
人

と
し

て
の

透
明

性
の

高
い

経
営

の
推

進
）
を

も
と

に
、

緑
化

事
業

を
展

開
し

て
い

る
。

　
令

和
３

年
度

は
遺

贈
に

よ
る

高
額

の
募

金
が

あ
り

募
金

目
標

額
6
千

万
円

に
対

し
て

実
績

額
が

6
千

7
百

万
円

と
目

標
を

達
成

で
き

た
が

、
遺

贈
を

除
け

ば
4
千

万
円

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

企
業

等
へ

の
社

会
貢

献
策

と
し

て
｢緑

の
募

金
｣を

積
極

的
に

働
き

か
け

る
と

と
も

に
、

今
後

と
も

様
々

な
広

報
媒

体
を

活
用

し
な

が
ら

｢緑
の

募
金

｣に
対

す
る

認
知

度
を

高
め

る
た

め
に

、
当

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

広
報

に
努

め
た

。

　
中

期
経

営
計

画
に

お
い

て
、

経
営

理
念

・
経

営
戦

略
方

針
と

と
も

に
経

営
戦

略
目

標
を

定
め

て
緑

化
事

業
を

展
開

し
て

お
り

、
令

和
３

年
度

に
お

い
て

も
事

業
を

着
実

に
実

施
し

て
い

る
。

　
こ

の
よ

う
な

状
況

の
も

と
、

よ
り

一
層

効
果

的
な

事
業

を
展

開
す

る
た

め
、

市
町

緑
化

推
進

委
員

会
と

の
連

携
に

よ
り

、
募

金
の

中
心

で
あ

る
家

庭
募

金
の

確
保

に
努

め
な

が
ら

、
企

業
等

に
対

す
る

積
極

的
な

働
き

か
け

や
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
S
N

S
の

活
用

等
に

よ
る

認
知

度
の

向
上

に
も

努
力

し
て

い
る

。
今

後
、

し
が

C
O

2
ネ

ッ
ト

ゼ
ロ

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

や
全

国
植

樹
祭

の
開

催
を

契
機

と
し

て
新

た
な

企
業

を
開

拓
す

る
等

、
企

業
募

金
の

拡
大

を
期

待
す

る
。

　
引

き
続

き
、

県
民

等
へ

の
緑

化
意

識
の

高
揚

を
図

り
な

が
ら

、
募

金
目

標
額

の
達

成
に

向
け

て
連

携
・

協
力

す
る

。

実
施

計
画

に
定

め
る

「
具

体
的

な
取

組
内

容
」
の

進
捗

状
況

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

活
用

し
た

募
金

、
au

P
A

Y
利

用
に

よ
る

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
募

金
へ

の
展

開
な

ど
の

取
り

組
み

と
と

も
に

、
積

極
的

な
普

及
・
啓

発
活

動
に

よ
る

県
民

、
企

業
、

団
体

等
の

緑
化

意
識

を
高

め
、

緑
の

募
金

の
額

の
拡

大
を

図
っ

て
い

る
。

実
施

計
画

に
定

め
る

「
具

体
的

な
取

組
内

容
」
の

進
捗

状
況

　
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
よ

る
募

金
を

平
成

2
6
年

度
か

ら
始

め
た

ほ
か

、
緑

の
少

年
団

と
の

協
働

に
よ

る
街

頭
募

金
活

動
を

県
内

各
地

で
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
コ

ロ
ナ

禍
で

の
募

金
方

法
と

し
て

、
令

和
４

年
度

か
ら

の
au

P
A

Y
に

よ
る

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
決

済
の

導
入

し
た

。
　

引
き

続
き

、
積

極
的

な
普

及
・
啓

発
活

動
に

よ
る

県
民

、
企

業
、

団
体

等
の

緑
化

意
識

を
高

め
、

募
金

目
標

額
が

達
成

さ
れ

る
よ

う
引

き
続

き
連

携
・
協

力
す

る
。

実
施

計
画

に
定

め
る

目
標

左
の

実
績

実
施

計
画

に
定

め
る

目
標

左
の

実
績

出
資

法
人

の
総

合
的

評
価

・
対

応
県

に
よ

る
総

合
的

評
価

・
対

応

事
業

に
関

す
る

事
項

　
毎

年
募

金
額

は
、

地
域

住
民

や
森

林
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

に
よ

る
森

づ
く
り

の
支

援
や

、
地

域
住

民
等

の
協

働
に

よ
り

実
施

さ
れ

る
身

近
な

生
活

環
境

の
緑

づ
く
り

の
支

援
を

は
じ

め
、

緑
の

少
年

団
等

の
育

成
強

化
等

、
次

世
代

に
引

き
継

ぐ
豊

か
な

滋
賀

の
森

林
･緑

づ
く
り

を
目

指
し

た
事

業
に

、
ほ

ぼ
1
0
0
%
充

当
し

て
い

る
。

　
今

後
と

も
、

県
等

の
行

政
に

よ
る

森
林

･緑
化

施
策

と
相

互
補

完
し

な
が

ら
、

湖
国

の
豊

か
な

森
林

･緑
づ

く
り

に
努

め
て

い
く
。

　
当

法
人

は
、

里
山

保
全

団
体

等
へ

の
森

林
づ

く
り

活
動

支
援

や
、

自
治

会
等

へ
の

苗
木

配
布

に
よ

る
身

近
な

緑
づ

く
り

の
支

援
、

緑
の

少
年

団
等

の
育

成
強

化
な

ど
、

経
営

戦
略

目
標

に
掲

げ
る

緑
化

事
業

を
展

開
し

て
い

る
。

　
今

後
も

、
県

と
協

働
で

緑
の

少
年

団
の

育
成

や
、

緑
化

関
係

事
業

を
着

実
に

実
施

し
、

第
7
2
回

全
国

植
樹

祭
（
滋

賀
県

）
の

開
催

を
契

機
に

高
ま

っ
た

県
内

の
緑

化
機

運
を

さ
ら

に
高

め
て

い
く
こ

と
を

期
待

す
る

。
　

ま
た

、
地

域
住

民
、

関
係

者
等

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
コ

ロ
ナ

禍
で

も
効

果
的

に
展

開
し

て
い

け
る

よ
う

、
当

法
人

の
自

主
性

や
主

体
性

を
尊

重
し

つ
つ

、
取

組
に

対
し

て
連

携
・
協

力
す

る
。

　
　

　
　

　
　

総
　

合
　

所
　

見

　
当

法
人

は
、

県
か

ら
の

指
導

･助
言

を
得

な
が

ら
経

営
し

て
い

る
が

、
財

政
的

に
は

毎
年

度
｢緑

の
募

金
｣

に
よ

る
自

主
財

源
で

運
営

し
て

お
り

、
県

か
ら

の
財

政
支

出
等

は
得

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
自

立
性

の
あ

る
経

営
が

保
て

て
い

る
と

い
え

る
。

　
今

後
も

、
県

民
･企

業
・
団

体
等

の
理

解
と

協
力

を
得

な
が

ら
、

「
緑

の
募

金
」
の

拡
大

と
事

業
の

充
実

に
努

め
、

よ
り

一
層

の
県

内
の

緑
化

推
進

を
図

っ
て

い
く
。

　
当

法
人

は
、

県
の

財
政

支
出

や
損

失
補

償
等

も
な

く
、

当
法

人
が

展
開

し
て

い
る

緑
化

事
業

の
財

源
は

「
緑

の
募

金
」
等

で
賄

わ
れ

て
お

り
、

健
全

な
経

営
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

　
引

き
続

き
、

当
法

人
が

自
主

性
・
主

体
性

を
持

ち
つ

つ
健

全
な

経
営

を
継

続
し

、
多

様
な

主
体

と
連

携
し

な
が

ら
公

益
法

人
と

し
て

の
役

割
を

果
た

し
て

い
け

る
よ

う
、

県
と

し
て

連
携

・
協

力
す

る
。

　
ま

た
、

県
と

協
働

で
緑

の
少

年
団

の
育

成
や

、
緑

化
関

係
事

業
を

着
実

に
実

施
し

、
第

7
2
回

全
国

植
樹

祭
（
滋

賀
県

）
の

開
催

を
契

機
に

高
ま

っ
た

県
内

の
緑

化
機

運
を

さ
ら

に
高

め
て

い
く
こ

と
を

期
待

す
る

。

・
緑

の
募

金
額

　
毎

年
度

 6
0
,0

0
0
千

円
・
　

令
和

３
年

度
募

金
額

 　
6
7
,3

9
4
千

円
-

-

-
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 -
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行
政

経
営

方
針

実
施

計
画

（
2
0
1
9
年

度
～

2
0
2
2
年

度
）

行
政

経
営

方
針

実
施

計
画

の
各

法
人

に
係

る
部

分
の

デ
ー

タ
を

貼
付

し
て

く
だ

さ
い

（
画

像
デ

ー
タ

で
も

可
）
。
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